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1. はじめに 
1970年代の施設の社会化そして2000年の社

会福祉基礎構造改革により社会福祉法や介護

保険法改正により社会福祉サービスのシステ

ムが大転喚起を迎える.地域から孤立し,閉鎖

された施設型が問題視され始め近年では,少子

高齢化や多様性の尊重,コミュニティの希薄化

といった社会背景の変化に伴い,施設の多機能

化とともに地域福祉を担う拠点としての役割

が求められるようになってきた.しかし,福祉

施設をどの様に地域に開いていくかについて

は答えが定まっていない. 

本研究では,「みらいの福祉施設建築プロジ

ェクト」で助成が決定した事業を調査対象とし, 

今までになかった施設の形を作っていこうと

する際にどのようなものを実現したいと考え,

どのようすれば実現できるのかを明らかにす

ることで新しい施設の地域への開き方に関す

る知見を得ることを目的とする. 

 
2. 研究方法 
2-1. 調査対象施設概要 
「みらいの福祉施設建築プロジェクト」は,日

本財団が2021年に開始した福祉施設のアップ

デートと今後の地域社会づくりのサポートの

ために日本国内にて法人格を取得している事

業実施団体と設計者の協働による地域に開か

れた建築事業プランを募集し,採択決定事業に

助成金を給付する助成プログラムである(表1). 

  

2-2. 調査対象施設概要 
本研究では,「みらいの福祉施設建築プロジ

ェクト2021」助成決定事業6事業のうち調査協

力を得られた3事業(表2)の事業者にヒアリン

グを行った.ヒアリングはあらかじめヒアリン

グ内容を項目化し (表3),ヒアリングの中で掘

り下げていく半構造化インタビューを行った. 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1 みらいの福祉施設建築プロジェクト概要 

 

助成額 ● 1 事業あたり上限額……3億円
● 助成件数（目安）……10 件程度（申請の状況による。全体の
予算額は非公表）
● 事業費総額に対する最大補助率……100％

助成対象 ● 対象となる団体
日本国内にて次の法人格を取得している団体……一般財団法人、
一般社団法人、公益財団法人、公益社団法人、社会福祉法人、
NPO法人（特定非営利活動法人）、医療法人
● 対象となる事業
福祉事業（注）を行う施設や事業所の建築関連事業（新築／増築
／改修／改造／外構工事）
●事業実施団体と設計者が協働すること
●本プロジェクトの趣旨に沿ったものであること
●募集要項の記載内容を遵守すること
(1) 対象となる経費
• 設計費 ( 基本設計含む )　 • 工事監理費　 • 建築工事費 ( 外構工事
含む )　• 施設機能に関連する機器
・備品購入費用 ( 概ね単価 5万円以上のもの ) 
(2) 対象とならない経費
• 土地・建物の購入費用　• 土地・建物の賃料
• 土地の造成に係る費用
• 施設の耐震診断に係る費用• 旧施設の撤去費用
• 事業のコンサルテーションや書類作成を外注する費用
• 建替え等にあたり一時的に利用するための仮設建物に係る費用
または賃貸料等 • 租税公課
• その他申請事業との関連性が薄い費用 
●472 事業申請件数

申請条件

対象経費

●審査員長
・工藤和美（建築家　シーラカンス K&H　東洋大学 教授）
●委 員
・北川聡子（社会福祉法人麦の子会常務理事・総合施設長）
・竹宮健司（東京都立大学都市環境学部建築学科 教授）
・塚本由晴 ( 建築家　アトリエ・ワン 東京工業大学大学院 教授 )
・成瀬友梨 ( 建築家 成瀬・猪熊建築設計事務所 )
・前田 晃 ( 日本財団 専務理事 )
・森下静香（社会福祉法人わたぼうしの会Good Job! センター セ
ンター長 )

審査員

主催 公益財団法人 日本財団
開催趣旨 地域社会に貢献し、地域社会から愛され、地域福祉の拠点となる

社会福祉施設をめざして、事業実施団体と設計者の協働による建
築デザイン提案を含む建築関連助成事業を募集する、助成プログ
ラムである。

助成決定事業 ●6事業
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3.  地域に開かれる福祉施設の事業者の

取り組み 
3-1. 事業者が目指す施設・サービス像に

ついて 
それぞれの施設へのヒアリング回答(表4)か
ら共通し見られる内容については赤で示し,特

徴的な回答を緑で示した. 

質問①では,「利用者たちがあたりまえに地域

に溶け込む」といったニュアンスの回答が3施

設共通している. 

また,「ボナプール楽生園」「あるき出す」ら

就労支援B型(以下「B型」)の施設は質問②の回

答から従来施設の閉鎖的であった面を問題視

しており,施設を閉鎖的にしている必要はそも

そもないと事業者たちは考えており,質問①か

ら存在を知ってもらい,理解してもらう場とし

て地域に施設を開放していることがわかる. 

「BURANOYAMA」では,質問②の回答のように

「病院のような空気感」を問題視しており,質

問①の回答では「カフェのようなワクワクする

感覚」を目指していた.医療的ケアを必要とす

る子供たちが地域社会に受け入れられるよう

理解をしてもらうと同時に,母親や家族にとっ

ても病院ではない雰囲気でまちの中での居場

所となるようなとなるよう地域に開放させて

いる. 

利用者の特性によって,地域と利用者の関係

や施設の開放度は異なってくるが,3施設とも

地域に受け入れられる環境・地域づくりをしよ

うとしていることが共通している. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表3 ヒアリング内容 

 

①目指した施設はどのようなものか。
（実現したかった施設・サービス像、空間的なイメージ）

③どうすればそれが実現できるのか。
（空間的な計画方法、サービスとしての方法）

②従来の施設のあり方ではなぜよくないのか。
　従来のものと比較してどう良くなったか。

④従来の閉鎖的な福祉施設の形と異なり、利用者の行動がより自由になること
が予想される。職員の見守りはどのような方法で行われる予定であるか。
⑤施設を地域に開放することで、考えられるリスクはどのようなものがあるか。
どう対処していくのか。

表2  対象施設の概要 

 方法

2023/9/11 2023/9/12 2023/9/29

対面 対面 zoom

事業者① 事業者② 事業者③

施設名

事業実施団体

助成金額

設備場所

用途地域

施設サービス

一般社団法人 
Burano

BURANOOYAMA 医
療的ケアが必要な子
どもたちと家族の欲
張り拠点

体験型福祉施設
「ボナプール楽生苑」

集落に繰りだす福祉
溶けこむ施設

特定非営利活動法人 
縁活

NIDO一級建築士
事務所

b.i.n 木村敏建築設
計事務所

社会福祉法人 新生
福祉会
株式会社 伊東豊雄
建築設計事務所

市街化調整区域 第一種住居地域

新築 /転用 新築 新築 転用

「ボナプール楽生苑」「あるき出す」 「BURANO OYAMA」
みらいの福祉施設
建築プロジェクト
時作品名

市街化調整区域

300,000,000 円 52,510,000 円 222,390,000 円

栃木県小山市広島県尾道市

設計者

就労継続支援 B型

滋賀県栗東市

就労継続支援 B型 日中一時支援
放課後デイサービス
児童発達支援

ヒアリング日程

表4  事業者が目指す施設・サービス像について 
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3-2. 施設を地域に開放していくための

事業者の地域への仕掛けについて 
質問③の回答では3施設とも行政や商工会,町

内会などアプローチしていく方法はそれぞれ

異なるが,事業所だけの施設づくりではなく,

まちと協力し共にまちづくりを行いながら施

設を運営している. 

B型の 2 施設では,施設独自のアプローチの方

法がありながらも障害者の活動自体が地域活

性化につながっている.障害者・施設が地域を

盛り上げていく一員となり,地域に施設を受け

入れてもらうような工夫を仕掛けている. 
「BURANO OYAMA」では町内会や行政区と繋が

ることで,地域に施設を発信していく仕掛けを

行なっている. 

また,敷地内で地元企業とのイベントの開催

をしていくという仕掛けも行っている.施設利

用者の活動自体が地域に貢献していく形では

ないのが他2施設とは異なる.医療的ケアを必

要としている子供達の方が障害者よりも地域

へ出ていくことにおいて壁が高いため,特性に

合った地域への仕掛けが行われている. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-3. 地域に開かれる施設の管理につい

て 
 質問④の回答から,3施設とも見守りの形が

きちんと想定されている. 

「ボナプール楽生園」では,施設内で行動を見

守りながらも利用者に行動の制限はなく自由

度が高い. 

「あるき出す」は農業で活動を行っているため,

地域に繰り出し活動範囲が他と比べ広くなっ

ている.職員も共に活動をしながらの見守りが

行われている. 

「BURANO OYAMA」では一対一で見守りをして

いく想定であった.質問⑤の「むしろ関わらせ

ることの方が難しそうという回答」から,施設

を地域に開放させていくことについてリスク

を感じておらす,施設の地域開放についての管

理面に関しては問題視していないことがわか

る. 

地域からの介入にそれほど問題を感じていな

いというような3施設の回答から現実的な施設

とまちの距離感が感じられる. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表5 事業者の地域への仕掛け・施設の管理について 
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4. キーワードによる分類 
4-1. 事業者が考える施設のあり方につ

いての考察 
3施設の事業者のヒアリング及び調査結果か

らキーワードを摘出し,表にまとめた(表6).キ
ーワードを「施設・サービスについて」「周辺

環境・地域住民との関係について」の2項目に

ついて抽出し,色分けを行った.赤で示した語群

が共通して見られる語群とし,緑を注目すべき

キーワードとして表にまとめた. 
「施設・サービスについて」では,3施設に共通

して「地域の居場所」というキーワードが共通

して見られる.また,「ホテル感」「カフェ感」「オ

シャレな感覚」「家のようなゆったり感」など

のキーワードから施設感を遠ざけ,よりくつろ

げる,アットホームな雰囲気を作り出そうとし

ていることがわかる. 

 

4-2. 周辺環境と敷地についての分析 
「周辺環境・地域住民との関係について」か

らは,「ボナプール楽生園」と「あるき出す」は

敷地が地域住民にとって思い入れのある土地

であることから事業者が施設を地域に溶け込

みやすい場所に配置しようとしていることが

読み取れる.「BURANO OYAMA」では,市街化調整

区域と第一種住居地域の境界ラインが合わさ

る所で選定している.地域の特性や住民の特徴

に配慮し,地域社会に適合する施設を提供する

意向を示している.敷地の選定において,地域

との調和を大切にし,地域への貢献を考えてい

る可能性が高い. 

また,「BURANO OYAMA」では地域の規模感を大

きすぎない地域とすることで,「あるき出す」で

は古民家改修を低予算助成金額も少なくして

いることで新しい施設像としてモデルにしや

すい敷地を選定している. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 結論 
以上明らかとなったことを概念図に示す(図

1).事業者の様々な思案から,事業者の作り出し

たい新しい福祉施設像や理念また,施設を地域

へ溶け込ませるための仕掛けが明らかになっ

た.しかし,ハード面での行われている試明けを

確認していくとともに,事業者の考える理念を

どのように建築的に実現していくのかについ

て計画的工夫を明らかにしていく必要がある

と考えるため,今後は,設計者にもヒアリングを

実施していく. 
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図 1 概念図 

表 6 キーワード分類表 
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